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　宮崎県の高千穂郷・椎葉山地域は
世界農業遺産に認定されている地域
だ。写真はその中の１つ、日之影町
戸川地区、「石垣の村」と呼ばれる
地域。山の中にあるこの小さな集落
には、石造りの蔵や塀、そして棚田
を守るために築かれた石垣が数多く
見られる。
　高く築かれた石垣はさながら城壁
のように立派で、独特な風情と存在
感を醸し出していた。もっとも古い
もので、嘉永年間（1848～1855）
から安政年間（1855～1860）に築
かれたものだといわれている。古く
に作られた石垣が、今なおこの地の
棚田を守るために機能しているとい
うことに驚きと感動を覚えた。急傾
斜地での耕作のために石垣を築きあ
げたかつての村人の労力、そしてそ
れらを今日に至るまで継承し続ける
村人の努力を思った。
　石垣と棚田が織りなす風景はとて
も美しく、また季節によっても異な
る様々な表情を見せてくれることだ
ろう。写真はまだ田植え前の４月。
レンゲの花たちがにぎやかに咲いて
いた。
（関連＝新連載  世界農業遺産 P20）
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